
E032
箱根火山新規軽石流の露頭・柏谷百穴(静岡県GEO
DATA(25)特集 : 地学散歩(104))

言語: ja

出版者: 静岡県地学会

公開日: 2023-01-25

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 増島, 淳

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.14945/00029285URL



（ⅴ）

E032　箱根火山新規軽石流の露頭・柏
かし

谷
や

百穴

カシミール3D地図

　約 65,000 年前，箱根火山で破局的な大噴火が
発生し，流出した大量の火砕流は神奈川県及び静
岡県東部地域の平野部を埋め尽くした．
　現在でも三島市・函南町・伊豆の国市の箱根・
多賀火山の西麓には，火砕流堆積物が残り，その
上面の平坦地は畑や宅地などに利用されている．
　河川に浸食された側面は切り立った断崖とな
り，崖崩れ防止のため，殆どがコンクリートなど
で覆われ，良好な露頭は存在しない．
　しかし，気軽に観察できる露頭は意外なところ
にある．北伊豆地域の火山山麓に分布している「横
穴墓群」の内部である．6～8 世紀に作られた横

穴墓群は各地で史跡として保護されている場合が多く，特に函南町・柏谷百穴横穴群は国指定の文化
財であり，公園として整備されているため駐車場やトイレも完備している．
　露頭の表面は風化防止のため保護材で覆われているが，横穴の内部に入るとパミスに富む火砕流の
断面が観察できる．近くには世界遺産の「韮山反射炉」などもあり，伊豆旅行の際には，ぜひ立ち寄っ
ていただきたい． （増島　淳）


